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素産生量に依存していることが判明した。ミトコンドリア密度の異なる種々の培養細胞株を用いて解析した結
果、細胞のミトコンドリア密度とシスプラチン感受性が正の相関を示すことが判明した。 
これらの結果から、細胞のミトコンドリア密度と活性酸素産生量がシスプラチンの細胞毒性を決定すること、
および本特性が抗癌作用と副作用の発現に関与する可能性が示唆された。本研究は抗癌剤の作用機構における
ミトコンドリアと活性酸素代謝の重要性を示すものであり、癌化学療法に有用な情報と考えられる。よって、
本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定した。 
